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の SciOPP—鉄錯体，FeCl2(SciOPP) 1 が従来のパラジウム触媒では困難なハロゲン化アルキルと
Grignard 反応剤のクロスカップリング反応に対して効率の良い触媒となることを見出した[1a,c,2b,c,4]。






図 1. FeBr2(SciOPP) 2 を用いた KTC カップリングの安定中間体と反応活性 
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実際に，我々はこれまでの研究において FeBr2(SciOPP) 2とアリールマグネシウム反応剤との化学量
論反応溶液の XAFS測定を行い，DFT 計算によって得られた原子座標を用いたスペクトルシミュレー

















温度制御 X 線分光システム（図 2a）にセットした。サンプルセル内の Ar 流量を十分な圧に設定する
とともに，添加溶液を封入したシリンジをチューブに接続・シリンジポンプに設置し，セル内の溶液
を撹拌しながらハッチ外からシリンジポンプを制御することで当量を制御して in situ で鉄中間体の調
製を行った。XAFS測定は 1.0 mm × 5.0 mm幅の X線ビームをサンプルに照射し，イオンチェンバーを
検出器とする透過法により Feの K-edge（7.1 keV）を測定した。その結果，本分光システムを利用す 
 
図 2. (a) 温度制御 X 線分光システムおよび (b) 温度制御下で in situ 調製した鉄錯体反応溶液の XANES
スペクトル 
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